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喜

２００唾＿ Ｂ王 ＿ Ｔ２＿ ７

「毒と美容整駒

シ ー ト１

雑誌で 美容整 形の 特集記 事 をみ てい たお母 さんが、 Ａ 子

さ ん （医 学 部 ヱ 年 生） に話 しか け ま した。

母 「ね え、 ち ょ っ と、 この小 顔 整 形 っ て どう や る か知 っ

て る ？」

Ａ 子 「削 る ん で しょ、 骨 とが 勧

母 「ボ ツ リ ヌ ス 毒 素 を使 う んで す っ て ！ 毒 よ、 毒 ！ ど

うして毒素を 使うの？ どう してそれで 顔カミ小さく な

る の ？」

Ａ 子 「え え っ 一 一 ボ ツリ ヌ ス 毒 素 ？ 一 ま だ １ 年 だ も ん、

そ ん な こ と 習 っ て なレ）わ よ」

母 「ボツリヌス菌な ら食申毒のはずよねえ」

Ａ 子 Ｆあ、 そ う か 一 一」

【抽出を期待する事項】

１） シ ー ト に
．
あ る キ ー ワ ー ド か ら

ボツリヌ ス毒素 （未 学習）

→ 自然界最強の毒薬 （タ ンパク質毒素）

→ 毒索の作用：神経麻簿

→ 麻痒とは：筋肉の運動障害直 神経伝達物質の労泌 倣 出）

鰹害や神経細胞の損傷による ものと、 筋肉自

体の損傷によるものに大別さ れる

→ なぜボツリヌス毒素 は神経麻痒を起こす のか

アセチルコリ ン分泌を阻害する

→ なぜアセチルヨリ ンの分泌は阻害さ れる のか

シナ プス小胞の膜繕合・融合 にかかわる念予カ粉 解

さ れ て し ま っ 花 か ら

→ ボツリヌ ス毒 素 が分解するＳＮＡＰ－２５ やシナ プトブ レビ

ン、 シ ン タ キ シ ン は ど こ で ど の よ う な 働 き を し て い る の

か （分泌という現象にどのように関わっているのか）



小顔整形 （宋学習） （おそらくイ ンター字ツ トで 惰報収集）

→ 骨 や筋陶を 訂削る」 方法と、 筋肉を 「細く するｊ 方法

→ 筋肉を細くするに は筋肉を ｒ使わな いよう にする一

＝麻痒きせる

→ 麻痒させる薬剤 を筋肉に注射

→ 麻療さ昔る薬剤の ひとつがボツリヌス毒繁

（シワとり牟チック に対 しても、 局部の 筋肉を弛緩さ菅るこ

とにより治療効果を得ている）

食申毒 （Ｂ１－１ 期 Ｆ生体 を構成する物質」 で学習 済み）

→ 原 因 ： 綴 菌、
ウ イ ル ス、

カ ビ
、

キ ノ コ、 鉱 物 な ど

→ 分類： 綴菌性 食申毒 には感染佳と 毒素性 那あり、 ボッ

リヌス 菌は毒 素性食中毒を起 こす。 （毒 素性で

は、 細 菌が死 滅していても 毒素が残って い抗 ば

発症す る）

→ 症状： 下痢、 腹痛 （発熱）

【抽出淋予想されるその 他の事項】

・ 毒 （毒 素）

叫定義：物理的 あるいは化学的反芯 により 生体の檀常性や生理

機能 に変調をきたすような物質 を毒素と呼ぶ百
→ 分 類 ： 自 然 毒 （鉱 物 毒、 動 物 毒、 植 物 毒、 微 生 物 毒 な ど） 、

人工毒

→ ボツリヌス毒 素はどういう 位置づ け？

細菌 の毒素 は内毒素、 外 毒素と鉛類さ 祝、 ボツリヌス毒素 は

外 毒 素 の ひ と つ （複 合 毒 素、 Ａ－Ｂ 成 分 毒 棄）
竈

は じ め は 一

本の 添リ ペプチド鎖として合成さ 抗、 これ淋切れて ふたつの

機能部分に分か抗る （破傷風毒素や ジフテリア毒素も同様）。

さ ら に 毒 素 の 作 馬 面 で 分 類 す る と、 神 経 毒 で あ る目

→毒 素の研 究・ 利用 によっ て綴胞機能 の解 明が進んだ

ヘ ビ 毒、 ハ チ 毒、 百 日 咳 毒 素、 コ レ ラ 毒 素、 破 傷 風 毒 素 な ど

・ ボ ツ リ ヌ ス 毒 素 の 医 療 庵 周

眼瞼撃縮、 顔面撃縮、 撃縮性斜頸

（表情筋 由来のシワとり、 わきが）



名

２００皇 ＿ Ｂ王 ＿ Ｔ２ ＿ ク

「毒と美容整形」

シ ー ト２

Ａ 子 さ ん はあ る 本 で、 ボ ッ リ ヌ ス 毒 素 は 神 経 毒 に 分 類 さ

れ、 作 用す ると神 経細 胞の 末端か らア セチルコ リ ンが 出

な く な る こ と を 知 り ま し た。

Ａ 子 さ ん は考 え て い ま す。
一… 出 な く な る、 っ て 具 体 的 に どう い う こ と ？ ア セ チ

ルコリ ンは神経細胞の末端から じわっと出てく るわけじゃ

な い の ？ 末 端 に 小 さ な 穴カミた く さ ん 開 い て い て、 ア セ

チ ル コ リ ン は シャ ワ ー み た い に 出 る の ？ そ れ と も 蛇 口

みたい恋大きな穴から出てる？

そ うカ、、
ボ ツ リ ヌ ス 毒 素 は そ の 穴 を ふ さ い で い る ん だ ！

【抽出を期待する事項】

王） 神経末端から出る物 質 （＝ 神経伝達物質）

シナプス閥隙を拡撤により移動し、 次の神経細胞あるいは筋陶

細胞の表面にある ｒその物質の受容体」 レセプターに結合する。
この繕合がその標的となっ た細胞 に綴胞活動を引き起こす （た

だし、 次の細胞 への作用メカ ニズム はこの課題では主題としな

い。 Ｂ玉４ 期 以 降 で 学 習 す る） 。

２） 鎧る → 労泌 → それ はミク ロには どのような細胞活動か

→ 分泌小胞 による 開口分 泌 （エキソサイ トーシス）

＊チャネ ルや トランス添一タによって排鎧されているわ

け で は な い。



→ 麗口分泌の危 めには 分泌小胞と細 胞膜 （神経細 胞の場合に

はシナ プス 小胞と シナプス 前膜） の膜融合 が起こる必要が

ある自 ふたっ の膜を 接近させ、 騒合させるにはタンパク質

の補助因子やカル シウムイ オンが必要となる、
・ 分泌 小胞の存在部 位とそ の構造

神 経 細 胞 の 末 端 部 に 祷 機 状 態 で 存 在 し、 ａＣ飾 ｅ ＺＯｎｅ と 呼 ば

航 る部分では シナプス 前膜に接する よう に集合 している日 細

胞質 に浮か んでいるよう に見えるもの は細胞骨 格 （アクチン

フィ ラメ ント） に緒合 し、 圏定き抗 ている （紳 経細胞が刺激

を受ける とこの 圃定が 外抗る）

・ 労泌遇程に 関わ る因子

Ｒａｂ３Ａ、 シ ン タ キ シ ン、 シ ナ プ ト ブ レ ビ ン、 ＳＮ ＡＰ－２５，

ＮＳ頂、 ラ ブ フ ィ リ ン、 シ ナ プ トタ グ ミ ン、 ニ ュ ー レ キ シ ン

恋ど多種類 あり、 シナ ブス 小胞の分 子群とシナ プス 前膜の分

予群が相互作周 する ことによって膜 融合が進行 する回 こ祝ら

の分子の集合 体は、 分 泌過程 が進む につ 叔て構 成や形態カミ変

わ っ て い く。 細 胞 内 カ ル シ ウ ム イ オ ン の 濃 度 上 昇 は、 膜 融 合

を引き起 こし、 シナ プス小胞 の内部 はシナ プス 表面に開口す

る 事 と な る直

＊ 講 義 で 説 明 さ れ る トＳＮ Ａ 蝸、 ｖ－ＳＮＡ 蝸 は 総 称 で、

神 経細胞 の場合 は前者淋シンタ キシン、 後者がシナプ

ト ブ レ ピ ン と い う 名 前 を も っ て い る。

３） 本当にボツリヌス 毒素カ状 をふさ ぐのか

→ 分泌に関わ る分子を分解してしまう ので労泌過 程郁阻害さ

れる

【摘出カミ予想さ れるその他の事項】

ユ） 神経毒

２） 細胞膜にお ける物 質輸送

受動輸送、 能動輸送、 膜動輸送

３） 調節性分泌と構 成性分泌




